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東京都 に お け る ス ギ花粉症有病率
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　東京都の 3 地 区 （あきる野市 ， 調布市 ， 大田区）の住民 を対象 に， ア ン ケ
ー

ト調査 と検診 （ス ギ特異

的 19E 検査）に よ る ス ギ花粉症有病率調査 を行い 次の 結果を得た．1）東京都に お け る 平成 8 年度の ス ギ

花粉症有病率は ， あきる野市 で 25．7％ ， 調布市で 21．1％ ， 大田区で 17．7％ であ っ た．2）年齢別有病率

で は 30 〜 44 歳が も っ とも高く， あ き る 野市で は 40％ を越 えた．3）平成 8 年度の 東京都全体の ス ギ花

粉症推計有病率は 19．4％ で ， 昭和 60 年度の約 2 倍 であ っ た．4）最近約 10 年間で の 有病率 の 増加 は ，

地区別 で は花粉数 の 多い あきる野市で高 く， 年齢別 で は 14 歳以下 の 低年齢層で高い 傾 向がみ られた．
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は じめ に

　東京都花粉症対策検討委員会 （座 長は斎藤洋 三 ， 事

務局は東京都衛生局医療福祉部公害保健課 （当時））で

は昭和 58 年度か ら 62 年度に わた り東京都内 3 地 区に

お け る花粉症実態調査 を行い ，ス ギ花粉症の有病率を

明らか に した 1）（Table 　1＞．そ の 後 ， 約 10 年が経過 し，

花粉症 の 有病率の 増加を指摘する報告 も見 ら れ る よ う

に な っ た2）−5〕．また前回の 調査は 3 地区 の 調査年度が

異なる ため ， 地区ご との 有病率を比較する 上 で 問題が

あ っ た．そ こ で 現在の 有 病率 と そ の 地域差 を明 らか に

する た め，前回調査 と同じ 3 地区に おける花粉症患者

実態調査を同年度 に実施 し検討を行 っ た．

対象 と方法

　調査 の 対象 と方法 は 前 回 調査 D に準 じ て 行 っ た．東

京都 内 3 地区 （西多摩南多摩地 区
一

あ きる 野市，北多

摩地区
一

調布市，区部
一

大 田 区 （Fig．　1））に お い て，住

Table　l　PrevaLence　rate 　of　allergy 　to　Japanesc

　 cedar 　pollen　in　the　previous　investigation

Receive〔圭：January　6，1999
Accepted 　l　March 　12，1999

Akiruno 　city

　　　（エ983）
Chofu　city

　　（1987 ）

Ota　ward

（1985）

7，5％ 15．7968 ．9％

民基 本台帳 か ら系 統的抽 出法6）よ り抽 出 した 住 民 に 調

査票を郵送 し，留置回収法に よ る ア ン ケ ー ト調査 を

行 っ た ．Table 　2 に調査票 の
一部を示す．なお前回調査

を行 っ た秋川市は五 日市町と合併 して ， あ きる野市と

な っ た の で ，今回 の 調査 で は ，あ きる野市の 旧秋川市

地区を対象 とした．

　調査期 間 （調査票発送か ら訪問 回収終了 まで ）は平

成 8 年 11 月 12 日か ら 12 月 13 日 とした．

　回収 され た ア ン ケ
ー

ト調 査票の 中 か ら質問 1 「く

し ゃ み 」，質問 2 「鼻み ず」，質問 3 「鼻づ ま り」の い ず

れか
一

つ で も回答が 2 ま た は 3 （症状の 程度が ［＋＋］以

ヒ）の もの ，また は 質問 4 「目の か ゆ み 」 の 回答が 2

（あ り）の もの の 中 で ，質問 23 「症状が あ っ た 月」の 回

答が 2〜6 月 と 8〜10 月 の 中 に 1 つ で もあ っ た もの を

花粉症疑 い 例 と した，

　花粉症疑 い 例全員に 手紙 に よ り検 診 をすすめ ， 受診

者 に は 専 門医 （耳鼻科 ，眼科）に よ る検診と血 清中 の
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23Wards 　area
Ota 　ward （Kama 亡a 　area ）

・

Fig．工．．　 Area　of　investigation，

Table　2　A　part　of　the　questionnaire　on 　pollen　allergy 　used 　in　this　investigation

花 粉症 ア ン ケート調査 票

（平成 8 年 11 月）

東京都衛生局

〔症状1〕

　最近1年間で次のような症状を感じたことがありますか。
　また，質問 1〜3につ いて 「あり」の場合は，最も重症と思われる時期の症状はどんな

具合でしたかt：

質問1 くしゃみ

　　　　1 なし

〔あ切　2　1日］O回以上 「くしゃみ発作一あり

　　　 3　1 目9回〜5回 「くしゃみ発作」あり

　　　 4　工H4 回一1阿 「くしゃみ発作」あり

　＊ 1日の発作回数は1度に何回続けて出ても1回として数えます。

質問2 鼻みず

　　　　1 なし

（あり〕　 2　1日10回以上鼻をかむ

　　　 3　i 円91司〜51可鼻をかむ

　　　 4　ユ日4 回一工回鼻をかむ

質問3 鼻づまり
　 　　　1 なし

（あり冫　 2　鼻づまりが非常に強く，口呼吸が10のうち，かなりの時閲あり

　　　 3　鼻づまりが強く，口呼吸が1日のうち時々あり

　　　 4 口呼吸は全くないが，鼻づまりあり

質問4

質問5

目のかゆみ

1 なし

目の充血

1 なし

質問6　のどのかゆみ

　　　　正 なし

2 あり

2 あり

2 あり

口

口

口

口

口

ロ

ー

　

　

　

2

　

　

3

　

　

4

　

5

　

6

質問18 その症状が最初におこっ たのはい つ でしたか。　　　　　　　 ．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（満年齢を記入してください 。〕｝18［コ

　　　　その季節はい つ でしたか，　　　　　　　　　　　　　　　 i質問19
　　　　1 春 　　2 夏 　　3 秋 　　4 冬 　 i19口

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…
　　　　その症状が，最も起こ；）a？すい のはどの時期ですかtt　　　　　 l質問20
　　　　1 春 　 　2 夏 　 　3 秋 　　4 冬 　 i20［］

蜘

縹
状力

饕
こ1）や

轡
ど

噸 驃   不，i，旧
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…

質問 ・2
譖灘 繍

…

耀 論灘 i、、m
　　　 3　夕方 〔4時〜6時）　　　 4　夜 〔6時一VIO時）　　　　 i
　　　 5 その他　　　　　　　　　　　　　　　　 i

質問23　最近⊥年間で，その症状が起こっ たの ぽ何月でしたか 。 （いくつ でも：ト

ll〔平成7年ll月）
1 （平成8年 1 月）
3 〔平成 8年 3月〕

5 〔平成8年 5 月）
7 （平成 8年 7 月〕
9 〔平成8年 9月〕

12 〔平成7年 12月〕
2 （平成8年 2月〕

4 （半成8年 4 月〕

6 （平成8年 6 月〕

8 〔平成8年 8 月〕

IO （平成8年10月〕

i23口口口 口口

i□□□ □□

i□［コ

〔症状の 変化〕

次の症状について，初めて症状が起こっ たときにくらべ 最近どう変わりましたかe

質問24　くしゃみ

　　　 1 多くなっ た

　　　 3 変わらない

質問25 鼻みず
正 多くなっ た

3 変わらない

2 少なくなっ た

4 不明

2 少なくなっ た

4 不明

…24匚コ

…、，□

．工 ．3．
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Table　3Population　in　Tokyo　and 　target　regions 　investigated　according 　to　age

　 　　　 　　 　 （as 　of　January　l，1997）

Age
　　TokvoM「

　　 F

AkirunoM city

　F

ChofuMcity

　　F

　Ota　ward

M F

0−147517747169996259580012364119913891937124
i5−291477547134422D926 ユ 835227357237267897971473

30−441250571 ］1235617072676022152189546942359687
45−59 ⊥30」21513049809519910019795207557621471001

Over　60101280413189716542796416064199955763975809

Tota［ 579391 ⊥ 58087313865337976977329542132U74315094

Table　4　Population　of　the　target　regions

　 investigated　（as 　of　January　L　l997）

　 　 　 　 and 　sarnpling 　fract三〇n

　　 　　 　 of　questionnaire

TotalAkirunoChoh1Ota

population　of　the　target　regions
The 　number 　Qf　targetpopu ［a口on

Samplingfractio1／

148305

　 3600

　 2．4％

5455712002

．2％

38347

ユ2003

ユ％

55401

ユ20022

％

Table　6　The 　number 　of 　persons 　who 　answered

　　 　the　questionnaire　according 　to　age

A 篝cTota1AkirunoMF
　ChofuMF 　　OtaMF

0−14292555647475037

15−29440768455827766

30−44399477170716080
45−595047211861897 ア 87

Over 　60443677364836888

Total2078318402297372332358

Table　5　Recovery　rete　of　the　questionnalre

特異的 IgE 抗体検査 （ス ギ，カ モ ガ ヤ
，

ブ タ ク サ ，ヤ

ケ ヒ ョ ウ ヒ ダ ニ ）を実施 した．検診は ， 平成 9 年 3 月

9 日 に大田区蒲田保健所，3 月 16 日 に 調布市武蔵調布

保 健所 ， 3 月 23 日にあ きる野市五 日市保健 所で 行 っ

た．

　 こ の 検診結果よ り，
ス ギ特異的 IgE 抗体陽性 （CAP

RAST クラ ス 2 以一ヒ） で，検診時に花粉症症状の 認 め

られた もの を ス ギ花粉症患者とした ．こ の 結果 か ら平

成 9年 1 月 1 口現在の 住民基本台帳に よ る年齢別人口

を用 い て 標準化 した有病 率 を求 め ， ．前 回 調査 の 結果 と

比較検討 した．さ ら に，こ れ らの結果を基に東京都全

体 の 有病率 の 推計 を行 っ た．

1） ア ン ケ
ー ト調査

結 　果

Table　7　Age　groups 　of　suspected 　allergy

to　po！len，　and 　ratio 　of　suspected 　allcrgy

　 patients　to　answers 　of 　ques亡iennaire

A 暮egrOUPSAkir
田 10 　cityChofu 　cityOta 　ward

0−14 30 27 20

ユ5−29 72 50 農5

3Q−44 57 54 47

45−59 62 47 50

Over　60 34 22 30

Total 255 200 192

Ratio　ofsuspccted35

，5％ 29，0％ 28．7％
patients

　各調査地区 1200入ずつ
， 計 3600人を対象 と し ， ア

ン ケ ート調査 を行 っ た．東京都お よ び 調査対象区市 の

年齢別人口 と各区市の 調査対象地 区人口 と ア ン ケー ト

抽 出率を Table　3， 4 に 示す．3 地 区合計 の 抽出率 は 2．4

％ で あ っ た．

　 ア ン ケ
ー

トの 有 効 回答数 は 2078人 で あ り回収率 は

平均 で 58．3％ であ っ た，地 区毎の 回収率と ア ン ケ
ー

ト

回答者 の 年齢構成 を Table　5，6 に 示す．

　 こ の 2078 人 の うち前述 の 条件に合 う花粉症 疑 い 例

N 工工
一Eleotronio 　Library 　
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Table　8　Age　groups 　of 　patients 　and 　persons

　 　 　 　 who 　had　an 　examination

AgegrouPSAkiruno
Chofu　city Ota　ward

ExamiI1，PatientExamin．PatientExamin ．Patient

0−1415
−2930
−4445
−590ver

　60

　913211213　41018

　7

　8

　4

　7141811

　34

ユIl4

　6

　6

　8

　41011

15464

Tota168475438392Q

は 647例 で あ っ た．こ の 647人 の 地区毎 の 年齢構成 を

Table　7 に 示す ．ア ン ケ ー ト回答者 の 内の 花粉症 疑 い

例 の 割合 は ， あ きる 野 市 35．5％ ， 調布市 29．0％ ， 大 田区

28．7％ ，3 地区平均 で 31．1％ で あ っ た．

2）花粉 症検診

　 ア ン ケ
ー

トに よ る花粉症疑 い 例 647入の うち検診を

受けた もの は 162人 で あっ た．こ の うち検診時に採血

が で きなか っ たあ きる野市 の 1 人 を除外 した 161 入 の

地区毎の 検診受診者 とス ギ花粉症 と診断さ れ た者の 年

齢構 成 を Table　8 に示 す．検診 の 受診率はあ きる 野市

26．7％ ，調布市 27．0％ ，大 田 区 20．3％ で あ っ た ．ス ギ花

粉症 と診断 され た者が検診受診者 中 に 占める割 合 は ，

あ き る 野 市 69．1％ ，調 布 市70．4％，大 田 区 51．3％ で

あ っ た．

3）地区嬲年齢別 ス ギ花粉症有病率

　検診結果か ら， 平成 9 年 1 月 1 口現在の住民基 本台

帳に よ る年齢別人 口 を用 い て 標準化 した 有病率を Ta一

Tabie　g　Prevalence　rate 　of　allergy 　to　Japanese
　 cedar 　pollen　according 　to　region 　and 　age

AkirunoChofuOtaAkikaw ♂ ChofuOta

Age （ユ996） （1996） （」996） （1983） （1987） （1985＞

0−／412 ．0％ 21．5％ 3．8％ L6％ 7，6％ 1，4％

ユ5−2934 、6％ 20．9％ 19．7％ 6，8％ 22．9％ ユ3．2％

30−4441 ．4％ 30ユ％ 33．6％ 12．8％ 15、8％ 168％

45−5919 ．o％ 24．4％ 18．39612 ．0％ 20、3％ 4、6％

Over　6014 ．9％ 8、2％ 7．o％ 0．0％ 5、6％ 2．7％

Total25 ，7％ 21．1％ 17，7％ 7，5％ 15、7％ 89％

　III　previous 　study （1983，1985　and 　1987），RAST 　 metllod

was 　used 　for　antibody 　 examination 　and 　scores 　of 　one 　or

Inore 　were 　evaluated 　to　be　Positive．

櫨 kikawa　city 　and 　Itsukaichi　 c三ty　have　been　nlerged 　into

Aklrロ no 　city．

ble　9 お よ び Fig．2 に示す．前回 調査 の 結果 1）も比 較の

た め に 示 した．

　地区別 で は あきる 野市が 25．7％ と最 も高 く，つ い で

調布市 21．1％ ， 大田区 17．7％ の 順 で あ っ た．年齢別で

は 3地 区とも 30〜44 歳が最 も高 く，あ きる 野 市で は

40％ を越えて い た．

　前回調査 と の 比較で は 3地 区と もほ と ん ど の 年齢で

前回 よ り有病率が増加 し て い た．特に 0〜14歳 若年者

群 と ， 60 歳以上 の 高齢者群 で 増加率が高か っ た．

4）東京都の ス ギ花粉症有病率の 推計

　東京都 全体 の ス ギ花 粉症 有 病 率 に つ い て Table　10

に 示す方法で推計を行 っ た．比較の ため 前回調査 の 結

果1）か ら同 じ方法で有病率 を求めた．なお前回調査 は 5

年間 に わ た っ て い る の で ，地域人冂 は調春 の 中間 の 年

　 45

　 40

　 35
隶
冨 30
起
　 258

量20
雪
叟 15
仙

　 10

　 5

　 0Ak
［runo 　　　　 Chofu OtaAkikawa 　　　 Chofu 　　　　 Ota

1983 　 　　　　　1987 　 　　　　 1985
1996

　 Fig．2．

area ．

Prevalence　rate 　of　allergy 　to　Japanese　cedar 　pollen　according 　to　age 　and
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Table　10Estimated 　prevalence 　rate 　of 　T 〔，kyo 　based　on 　the　investigation　1996

　　　　 （Popu弖a虹on 　as　of　January　l，1997）

Prevaience Population　Qf7rLe 　esdmateEstimated

Regionsrate Area each 　regionnumber 　Df　patientprevarence
A B C＝（AXB ） （E ÷ D）

Akiruno25 ．7％ Nishi（＋ Minami）tarna ⊥476034 379341

Chofu 21．1％ Kitatama 2247691 474263

Ota 17．7％ 23wards 7846823 ⊥388888

Total 11570548（D ） 2242498（E） 19．4％

Estimated　prevalence　rate 〔〕f　Toky く｝based   n 　the　prev［ous 　investigation

　 　　 　　 　　 （Popu正ati（，n　as 　Qf 　January⊥，1985）

Prevalence Populat量on 　 ofThe 　estimateEstimated
Regionsrate Area each 　regionnumber 　of 　patientprevarence

A B C；（AXB ） （E ÷ D）

Akikawa ア．5％ Nishi（＋ MinamD 　tama1289032 96677

ChD 至u 15、7％ Kitatama 2116136 332233

Ota 8．9％ 23wards 8243292 733653

Tota［ 11648460（D ） 1162564（E） 10ρ％

40

35

30
　

　尸
D
　
　

　

O
　

　
　　
5

　

　
り彑
　

　
　

2
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　Fig．3．　 Estimated　prevaLence 　rate 　of 　allergy 　to　Japanese　cedar 　pollen　according 　to

age 　in　Tokyo ．

に当たる昭和 61年 1 月 1 日現在の 人口 を用 い た．

　平成 8 年度調査 に おける東京都の ス ギ 花粉症推計有

病率は 19．4％ で ， 約 10年 で 2 倍 に 増加 した．

　年齢別 に求め た東京都 の ス ギ花粉症推計有病率 を

Fig．3 に 示す．各年齡 とも前回 に 比 べ て 増加 して い る．

増加率が 最 も高か っ た の は 0〜14歳の 3．6 倍で ，つ い

で 60歳以上 の 3．0 倍で あっ た．

考　察

　東京都 の ス ギ花粉症推計有病率は約 10年間 で 10％

か ら 19A ％ に約 2 倍に 増加 して い る こ とが 示 さ れ た

が （Table　10）， 地区別に み る と ， あ きる 野市 3．4 倍 ，

調布市 1．3倍，大田 区 2．0 倍 とば らつ きが み られ た ．こ

れ は前回調査 か らの 期間が ， あき る野市 13 年 ， 調布市

9 年，大田区 11 年と異な っ て い る こ とを考慮す る 必要

があ る，そ の 影響 を除 くため年 間 の 増加率 を計算す る
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　 Fig．4．　 Estilnated　changes 　of　the　prevalence　of 　allergy 　to　Japanese　cedar 　pollen

Qver 　year　and 　changes 　of　collected 　airborne 　cedar 　poUen．

と
， あ きる 野市 1．4％ ，調布市 0，6％ ，大 田 区 G．8％ と あ

き る野市が特に高 い 傾 向が み られた．こ れ ら 3 地 区 の

有病率が ど の よ うに 推移 した か は 興味あ る と こ ろ で あ

る．そ こ で 今回調査結果か ら，ア ン ケ ー トの 発症年齢

の 回答 を用 い
， 花粉症 と診 断 された者 の うち前 回の 調

査以降に発症 した と考えら れ る者 を除外 して 宥病率を

求め たと こ ろ，あ きる 野市 7．6％ ， 調布市 108％ ， 大 田

区 9．1％ と ， あ きる野市 と大 田区で は前回調査 に近 い

値が得 られ た．ス ギ花粉症 の 白然 治癒 率は低 い と考え

られ て い る の で 7）8）
， 世代交代 による脱 落が無 視 で き

る範囲 で あれ ば，こ の 方法で過去 の 有病率を推定で き

る と考え ， 有病率の 経年変化の 推計を行 っ た （Fig．　4）。

参考 と して 下 に昭和 58 年度か ら空中花粉調査 を行 っ

て い る 3 地区の ，昭和 60年度以 降の 空中ス ギ花粉捕集

数の 累積地 （累積花粉数）の 推移 を示 した．

　 こ れ に よ る と，東京都全体の ス ギ花粉症推 計有病率

は昭和 58年度 の 6．9％ か ら平成 8 年度 の 19。4％ まで ，

ほ ぼ 年 間 1％ の 割合 で なだ らか に 増加 し て い る．地区

別に み る と ， 大 田区は平成 3 年度 まで に 年 1％ 程度増

加 して い たが平成 2 年度以 降 は増加が頭打ち と な っ て

い る．都内の病院で は 最近 はス ギ花粉症 の受診者数は

横這 い で ある9｝との 報告 もあ り，区部 で は有病率 の 増

加はプ ラ ト
ー

に達 した 可能性 もあ る．

　
一

方 ， あ きる野市 で は昭和 60 年度以 か ら他 の 地区 よ

り大 き く上昇 し ， 平 成 2 年度 まで の 5年間 で倍増 して

い る ．ア ン ケ ー トの 居住年数 をみ る と，居 住 年数 10

年以 上 の 割合 が ， あ き る 野市 で は 62．9％ と
， 調 布市

（49％）大田区 （56．9％）よ り高い の で ，有病率の 増加

は居住者 の 要因 （他 地区か らの 転入 な ど） よ りも ， 環

境 の 影響が 強 い と考えられ る．こ れ に は Fig．　4 の 下 に
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西端慎
一

他 603

示 した累積花粉数の グ ラ フ か らも明 らかな よ うに ，特

に 昭和 63 年度か ら，あきる野市 の 花粉数が他の 2 地区

よ りも多 くな っ て い る こ とが
一・

因 と考 え られ る ．熊

本 1ω や 愛知11）にお ける調査 で も花粉数の 多 い 地 域 ほ

ど有症率や有病率 が 高い こ と が 示 さ れ て お り，特 に 今

回 の調査 の よ うに極端 に 花粉飛散数が 異な る場合 ， 花

粉飛散数の 大小が有病率 を 決定する 重 要な要 因 と な っ

て い る と考えられ る ，ちなみ に 昭和 60 年か ら平成 8 年

度 まで の ，あ きる 野市 の 累積花粉数は他 の 2 地 区の 約

5倍 と な っ て い る．

　年齢 別 の 有病率をみ る と 30〜44 歳が 最 も高 く諸家

の報告 12）13）とほ ぼ 一致 して お り， 東京都全体 で み る と

前同の 調査 と今回 の 調査 で 年齢構成に大きな差 は み ら

れて い な い （Fig．　3）．しか し前回 と今回 の 有病 率 の 差 を

み る と 14歳 以下 の 若年者群 と 60 歳以 上 の 高齢者群 で

3 倍以 上 と 高 い 増 加 率 を 示 し た ，今 回 の 調 査 で は 14

歳以下 の 群が 3．6 倍 と最 も増加率が高 く，近年言われ

て い る学童 に お け る ス ギ 花 粉症 の 増加 14｝lr」）を 反映 し

て い る もの と考え られ る．

　
一

方，60 歳以上 の 高齢者に お ける 有病率の 増加 は若

年者 の 増加とは 異なる理由に よる もの と考 えられ る．

平成 8 年度 の 調 査 に お け る 60 歳以 上 の 花粉症 患者 の

うち ， 前 回の 調査以降に 発症 し た者 は 1／3 に す ぎず ，

前回調査時に 45〜59 歳 の 群 の 有病者が 60 歳以上 の 群

に 移 行 して きた た め に有病率が 増加 した と考 え られ

る．従 っ て 高齢者に お ける有病率 の 増加は，新た に発

症 した者に よ る も の だ け で は な く，有病 率 の 高 い 40

代，50 代の 群が 時間の経過 とともに 60 歳以 上 の 群に

取 り込 まれ て くる こ と に よ る 増加分 が ある こ とを考慮

す る必 要がある．しか しなが ら高齢者 の 花粉症が増加

し て い る こ と に は変わ りな く，こ の まま ス ギ花粉症 の

自然 治癒率が低 い まま推移する な ら ，
い ずれ高齢者 の

有病 率も 30代 40 代 の レ ベ ル に近づ くの で は な い か と

予想 され る．

　 ス ギ 花粉症 の 有病率 は地域 に よ っ て は そ の 増加 も頭

打 ちに な っ て い る と考 えられ る が ，目本人の 年齢構成

の 高齢化が 進む中で，高齢者 の 有 病率 の 増 加が問題 と

なる可能性が あ る。さらに地球 の 温暖化 に よ っ て 今後

ス ギ花粉飛散数 も増加する との予測 16）もあ り，ス ギ花

粉症の 問題は行政 レ ベ ル で の 早急 な対応 が 必要 に な っ

て くる もの と考 え られ る．

　稿 を終 え る に 当 た り調 査の 実務を担当し，そ の 後 の デ
ー

タ解析 を行 っ て い た だ い た 東京都衛 生 局 医療 福 祉 部 環 境公

害保 健 課 の 大 関哲 也氏，三 浦舞子女史 を は じめ と して，協力

をい ただい た 同科 の 皆様 に 深謝 しま す．な お 本稿 の 要 旨は

平成 10年 4 月 の 第 5 回 凵本 ア レ ル ギ ー
学 会 春季臨床 大会

に お い て発表 した．

文　献

1）東京都衛生 局医療福祉部公害保健課 ：花粉症対策

　　に係 る 基礎的研究総合解析報告書．東京都 ，pp ．25−

　 30，1989．
2）斎藤洋三 ： ア レ ル ギ ー・

ア レ ル ギー性疾患 をめぐ

　　る トピ ッ ク ス
ー

花粉症 の 疫学
一．最新医学 49，増

　　刊 号 ，615−624，1994．

3）宇佐神篤 ：花 粉 症 の 全 国 調 査 ，∫OHNS 　10，279−

　　285，1994．
4＞竹 申　洋 ：ス ギ花粉 症

一一
疫学．

“
気道 ア レ ル ギ ー

　　
’
95
”
．メ デ ィ カ ル レ ビ ュ

ー
社，東京， pp ．14−29，1995．

5）岸川禮子 ：花粉症 の 感作と発症
一

多施設共同研究

　　に よ る
一．Modern 　Physician　16，　139−144，1996．

6）統計学事典 ．東 洋 経 済 新 報 社，東京，pp．245，　1989．

7）馬場廣太郎，島田　均，後 藤 治 典 ，清 野　仁，森

　　朗子 ：ス ギ 花粉 症 の 自然治癒 に つ い て ．日 耳 鼻

　　93，828，1990．
8）芦 田 恒 雄，榎 本 雅 夫 ， 衛藤幸夫，吉川恒男，井 出

　　武 ： ス ギ 花粉症 に 自然治癒 は あ り得る か．花粉誌

　　41，153一ユ55，1995．

9） 遠 藤朝彦 ：花粉症 の 疫学，環境衛 生 40（11），
18−

　 　 23，1994．

10） 定 永 恭 明，宇野 正 史，鮫島靖浩，増 山 敬祐，石 川

　　哮 ：ス ギ 花粉 症 の 発 症 に お け る 疫学的固子 の 検

　　討，耳鼻 40，　34−44，⊥994．

11）加藤廣人，水野蛸也 ， lli崎　貢 ， 石川直久，藤岡

　　正 信 ：中 学生 に お ける ス ギ 花粉症 の 感 作 と発 症 に

　　影響 を及 ぼ す環境因 r一に つ い て ．日本公衛誌 43，

　 　 390−397，1996 、

12＞岸川禮子，長野　準 ：発 症 の 疫学．
“
図説 ス ギ花粉

　　症
”
第 2 版 （信太隆夫，奥 田 　稔 編 ）．金 原 出 版，

　　東京，pp．51
−64，1993．

13） 井 上 栄 ：感作 の 疫学．
“
図説 ス ギ 花粉症

’
第 2版

　　（信太隆夫，奥田　稔編）．金原出版，東京，pp，63
−

　　73，1993．
14）榎本雅夫，横 山 道 明，新 井 宏 紀，硲 田 猛 真 ：和歌山

　　 県 に お け る ス ギ 花粉症 の 疫学．耳展 34，219−226，
　 　 1991．

15）五 十 嵐 隆 夫 ， 村 上 巧啓，足立雄
一，松野 正 知，足 立

　　陽子 ， 他 ：小児 ス ギ 花粉症 に 関す る検 討．ア レ ル

　 　 ギ ー
の 臨 床 12．122−124，1992．

16）高橋裕
．・，川島茂人，木H川 勝悟 ：空 中 ス ギ 花粉濃度

　　に 及ぼ す地 球温 暖化 の影響
一

山形市 と その 周辺 地

　　域 で 得 られ た 予測結呆
一．ア レ ル ギ ー 45，1270

−

　 　 1276．1996，

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Japanese Society of Allergology

NII-Electronic Library Service

The  JapaneseSociety  ofAllergology

604 msl'gs c[ ts et 6  x  FIEMaiJfiets$

PREVALENCE  RATE  OF  ALLERGY  TO  JAPANESE  CEDAR  POLLEN  IN TOKYO

   
-Frorn

 Field Investigation in 1996 by Tokyo Japanese Cedar Pollen Allergy
                 Measurements  and  Review  Committee-

      Shinichi Nishihatai), Sakae Inouye2), Toshikazu Saiga3). Norio Sahashi4), Shuji Suzuki5)

                Koji Murayama6), Toshitaka Yokoyama7) and  Yozo  Saito8)
i}Nishihata

 E,N,T. Clinic,2)Nlitional lnstittite ofInjlectious Diseases,3)Ophthalmolctgy, Nippon Medicai School,

 4)School  ofPharmaceutical Sciences, Toho  University,5) Health Administration CenteT, Shizuoka Uitiversity,

 6)fapan  Weather Association,7)Forestqf and  Forest Products Research Institute,8) Klimio Memorial  Hospital

   Prevalence rate  of allergy to Japanese cedar  pollen was  investigated by means  of questionnaires and  im-

munological  examinations  in residents  of 3 regions  in Tokyo  (Akiruno city, Chofu city, and  Ota ward)  . The  re-

su]ts  were  as fo11ows ; 1) the prevalence  rate  of  allergy  to Japanese cedar  pollen in Tokyo  was  25,7% in

Akiruno city, 21.1% in Chofu city, and  17.7% in Ota ward  in 1996 ; 2) stratification  by the age  reveal  that the

prevalence  rate  was  the highest in the age  group  of  30 to 44, and  the group  showed  prevalence  rate  of above

40%  in Akiruno city  ; 3) overall  prevalence  rate  of  Tokyo  was  19.4% in 1996, which  was  approximately

twice as  much  as that in 1985 ; 4) increase in prevalenee  rate  in tlte recent  decade was  most  significant  in

Akiruno city  where  the largest number  ofJapanese  cedar  pollen was  detected in the air, and  prevalence  rate

tended  to rise  in the young  group  of 14 or  iess.
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